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綾野孝則

1. telescopic曲線のシグマ関数に関する研究

代数曲線の定義方程式が与えられたとき、その幾何学的なデータからシグマ関数が定義されま

す [1]。本研究では、全ての代数曲線の定義方程式を与える三浦標準形 [3]を用いて、より広いクラ

スの代数曲線に対してまでシグマ関数を一般化することを行ってきました。本研究では、[4]の結

果を一般化して、telescopic曲線 [3]((n, s)曲線を含む)の場合に、正則微分形式のなすベクトル空

間の基底、Fundamental differential of second kindと呼ばれる微分形式を定義方程式から構成しま

した (論文リスト 1-2)。これにより、(n, s)曲線のシグマ関数を自然に拡張することで、telescopic

曲線のシグマ関数も原点における級数展開の初期項が適当なシューア関数であり、さらに展開係

数が定義方程式の係数の有理数係数の多項式であるという代数的性質を持つことが [4] と同様にし

て示せます。これはリーマンのテータ関数にはない性質です。また、[5, 6]の結果を一般化して、

telescopic曲線のシグマ関数とKP-hierarchyのタウ関数との関係、telescopic曲線のシグマ関数の

零点の性質、加法公式を示しました。(中屋敷氏との共同研究、論文リスト 1-3)。

2. ヤコビの逆公式の telescopic曲線への一般化

種数 gの超楕円曲線上の g個の点の座標は、そのアーベル・ヤコビ写像による像から超楕円シグ

マ関数を用いて逆に表示できることが知られています。この公式は松谷氏 [2]らにより、(n, s)曲線

の特別な場合である yr = f(x)で定義される曲線に一般化されました。本研究では telescopic曲線

にまで [2]の公式を一般化し、その公式を用いて telescopic曲線のシグマ関数の零点の性質を示し

ました (論文リスト 1-1)。また、この結果の応用として、ある条件を満たす telescopic曲線におい

て、曲線上の１点のアーベル・ヤコビ写像による像から元の点の座標を表示する公式を得ました。

3. 種数３の超楕円曲線のシグマ因子上の有理型関数体の生成元の導出

シグマ関数の零点の集合を周期による作用で割った商空間をシグマ因子といいます。本研究で

は、種数３の超楕円曲線 V のシグマ因子上の有理型関数のなす体F について考察しました。V の

２次の対称積上の有理型関数のなす体を Gとします。アーベル・ヤコビ写像によりF と Gは同型
になります。本研究では、Gの生成元を具体的に構成し、アーベル・ヤコビ写像を通して、Fの生
成元をシグマ関数を用いて導出しました (Buchstaber氏との共同研究、論文リスト 2-1)。
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